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ＩＴ化の進展と日本経済ＩＴ化の進展と日本経済

情報化戦略セミナー情報化戦略セミナー

２００４年９月１７日２００４年９月１７日

九州大学大学院経済学研究院
篠﨑彰彦

ＩＴ経済：回顧と展望の機運ＩＴ経済：回顧と展望の機運

２０００年２０００年
ＩＴブームＩＴブーム

２００１年２００１年
ＩＴ不況ＩＴ不況

２００３年２００３年
情報家電景気情報家電景気

将来展望将来展望
ユビキタス時代ユビキタス時代

ＩＴ戦略本部ＩＴ戦略本部

ee--JapanJapanⅠⅠ

ee--JapanJapanⅡⅡ

uu--JapanJapan（総務省）（総務省）

＜経済現象＞＜経済現象＞ ＜ＩＴ政策＞＜ＩＴ政策＞
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記事検索：頻出度記事検索：頻出度
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キーワードの変遷キーワードの変遷

１９９５年～１９９５年～ インターネット・ブームインターネット・ブーム

１９９９年～１９９９年～ ＩＴ革命フィーバーＩＴ革命フィーバー

２００１年２００１年 バブル崩壊・日米同時ＩＴ不況バブル崩壊・日米同時ＩＴ不況

２００３年～２００３年～ 情報家電、ユビキタス、情報家電、ユビキタス、RFIDRFID
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本日のアジェンダ本日のアジェンダ

「構造改革評価」タスクフォース「構造改革評価」タスクフォース

ＩＴ化の進展と経済：分析視点ＩＴ化の進展と経済：分析視点

日本経済の可能性と課題日本経済の可能性と課題

ＩＴ化のインパクト：ＩＴ化のインパクト：
自治体・企業・家庭に何が起こっているか自治体・企業・家庭に何が起こっているか

１．「構造改革評価」１．「構造改革評価」タスクフォースタスクフォース
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「構造改革評価」タスクフォース「構造改革評価」タスクフォース

内閣府→「構造改革評価報告書」→経済諮問会議内閣府→「構造改革評価報告書」→経済諮問会議

http://www5.cao.go.jp/keizai3/whitepaper.html#keizaihttp://www5.cao.go.jp/keizai3/whitepaper.html#keizai

第一回報告書（２００３年１１月）第一回報告書（２００３年１１月）

テーマ：企業・雇用テーマ：企業・雇用

第二回報告書（２００４年４月）第二回報告書（２００４年４月）

テーマ：歳出改革テーマ：歳出改革

第三回報告書（取りまとめ中）第三回報告書（取りまとめ中）

テーマ：ＩＴ化の進展と経済テーマ：ＩＴ化の進展と経済

第三回報告書第三回報告書
タスクフォース・メンバータスクフォース・メンバー

座長座長 香西泰（経済社会総合研究所長）香西泰（経済社会総合研究所長）

委員委員 西村淸彦（東京大学）西村淸彦（東京大学）

国領二郎（慶応大学）国領二郎（慶応大学）

篠﨑彰彦（九州大学）篠﨑彰彦（九州大学）

藤原藤原 洋洋 （インターネット総合研究所）（インターネット総合研究所）

山川山川 隆隆 （モバイル社会研究所）（モバイル社会研究所）

池内省五（リクルート社）池内省五（リクルート社）
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４つの論点４つの論点

政策の進捗状況（方向性・中身）政策の進捗状況（方向性・中身）

日本のＩＴ化の進展状況（評価）日本のＩＴ化の進展状況（評価）

ＩＴ化の経済社会に対する効果ＩＴ化の経済社会に対する効果

ＩＴ化の課題ＩＴ化の課題

２．２．ITIT化の進展と経済：分析視点化の進展と経済：分析視点
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分析の枠組み分析の枠組み

３つの主体３つの主体

２つの側面２つの側面

３つの段階３つの段階

企業・家計・政府企業・家計・政府

需要需要 ＆＆ 利用利用

基盤整備と利活用基盤整備と利活用

→→ 既存の仕組みの見直し既存の仕組みの見直し →→ 価値創造価値創造

利活用利活用

基盤整備基盤整備

図解：分析の枠組み図解：分析の枠組み

企業企業

家計家計

政府政府

ＩＴ産業ＩＴ産業

基盤整備基盤整備

既存の仕組みの再設計既存の仕組みの再設計

新しい価値連鎖新しい価値連鎖

需要需要

利用利用

生産誘発生産誘発

雇用創出雇用創出

新規産業新規産業

企業改革企業改革

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙﾗｲﾌｽﾀｲﾙ

行政改革行政改革

制度基盤制度基盤 〔〔起業金融、労働市場、税制、企業法制、競争政策、教育、起業金融、労働市場、税制、企業法制、競争政策、教育、etc.etc.〕〕

需要から生じる影響需要から生じる影響 利用から生じる影響利用から生じる影響【【３主体３主体】】【【２側面２側面】】

【【３段階３段階】】

量的拡大量的拡大

景気循環景気循環

生産性・利便性生産性・利便性

経済成長経済成長

ITIT
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政策の方向性とその評価政策の方向性とその評価

ee--JapanJapan戦略：戦略：インフラ整備＋競争政策インフラ整備＋競争政策

ee--JapanJapan戦略戦略ⅡⅡ：：ＩＴＩＴ 「利活用」の推進「利活用」の推進

ee--JapanJapan戦略戦略ⅡⅡ加速化パッケージ加速化パッケージ

uu--JapanJapan構想（総務省）構想（総務省）

＜＜ブロードバンド＆モバイル＞＞

ブロードバンド：競争と低価格化ブロードバンド：競争と低価格化
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接続環境の劇的改善接続環境の劇的改善
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合計 5 ,970

「平成１０年度電気通信サービスに係る内外価格差調査」「平成１０年度電気通信サービスに係る内外価格差調査」
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インターネット普及率とブロードバンド化率インターネット普及率とブロードバンド化率
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モバイル：電話からインターネットへモバイル：電話からインターネットへ
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「平成１６年版情報通信白書」「平成１６年版情報通信白書」

結果的に予想以上の進展結果的に予想以上の進展

インフラ整備インフラ整備 ←←・・・・・・ 技術革新＋競争＋技術革新＋競争＋「人間力」「人間力」

ブロードバンド（特にブロードバンド（特にADSLADSL））
モバイル（携帯電話＋インターネット）モバイル（携帯電話＋インターネット）

利活用も視野に利活用も視野に

形を変えた公共事業に終わらせない形を変えた公共事業に終わらせない

「次の一手」も視野に「次の一手」も視野に

情報家電、ユビキタス、情報家電、ユビキタス、RFIDRFID
但し、成果を挙げるか否かは今後の展開次第但し、成果を挙げるか否かは今後の展開次第
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３．日本経済の可能性と課題３．日本経済の可能性と課題

ＩＴＩＴ関連のマクロ経済指標関連のマクロ経済指標

--5.05.0--6.16.111.911.9--1.61.6--7.97.9--7.17.19.29.20.20.219991999
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--4.0 4.0 6.4 6.4 8.6 8.6 --0.8 0.8 --13.1 13.1 --12.0 12.0 --1.1 1.1 --1.2 1.2 20022002

--13.2 13.2 --5.2 5.2 4.7 4.7 --2.7 2.7 1.51.5--5.8 5.8 --15.9 15.9 --6.8 6.8 20012001

14.7 14.7 8.6 8.6 9.1 9.1 --1.8 1.8 13.1 13.1 19.0 19.0 24.4 24.4 5.7 5.7 20002000

ITIT全体全体ITIT全体全体ITIT全体全体ITIT全体全体
暦年暦年

輸輸 出出個人消費個人消費設備投資設備投資生産（財）生産（財）

（前年比％）
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需要のタイプ別にみたＩＴ景気需要のタイプ別にみたＩＴ景気

20002000年型年型
（世界的ＩＴブーム）（世界的ＩＴブーム）

19801980年代前半年代前半

（自動車・家電）（自動車・家電）
海外需要海外需要

（輸出）（輸出）

19951995年型年型
（ＰＣ・携帯基地局）（ＰＣ・携帯基地局）

20020022--0033年型年型
（（携帯・情報携帯・情報家電）家電）

国内需要国内需要

企業の投資企業の投資個人の消費個人の消費

最終需要の類型

20002000年「ＩＴブーム」との違い年「ＩＴブーム」との違い

前回の「ITブーム」
「輸出による牽引」→「設備投資」の外需型

2002年後半からのIT関連
「消費主導」→「設備投資」の内需型
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情報家電景気の特徴情報家電景気の特徴

内需型＝自律的拡大内需型＝自律的拡大

海外要因に左右されにくい海外要因に左右されにくい

（外国の景気、為替要因）（外国の景気、為替要因）

経済政策の有効性（制御可能性）経済政策の有効性（制御可能性）

消費型消費型

需要の安定性（ｖｓ需要の安定性（ｖｓ..投資）投資）

日本企業の優位性日本企業の優位性

消費と投資の安定性消費と投資の安定性
投資と消費の増減率（前年同期比)
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結局投資に繋がる結局投資に繋がる
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投資の二面性と加速度原理投資の二面性と加速度原理

65%65%919160560569669615%15%13921392t3t3

--23%23%707069669676676610%10%15311531t4t4

10%10%555555055060560510%10%12101210t2t2
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--500500500500
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10001000初期前初期前
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（投資需要（投資需要:: II））

現有する製現有する製
造装置造装置

液晶の液晶の

製造装置製造装置::KK
液晶液晶yy

（消費需要（消費需要:: yy））

（数値例）（数値例） s.t. y=2K,  I=Ks.t. y=2K,  I=Ktt--KKtt--11

需要が増加していても、増加率が鈍化すると設備投資は激しく減少する需要が増加していても、増加率が鈍化すると設備投資は激しく減少する
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「需要」側「需要」側のの影響影響

軽工業

：

重工業

：

ハイテク産業

IT産業
（半導体、液晶、

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、情報

サービス、コンテ
ンツ、etc）
通信産業

金融

流通

ｿﾌﾄｳｪｱ

企業

IT投資

=需要

産業構造
の高度化

関連産業
の量的拡
大効果

家 計

（個人消費）
情報家電

=需要

投資増加

雇用増加

新規産業

政府

自治体
IT予算

=需要

「「利用利用」側の」側の影響影響

：

軽工業

：

重工業

：

ハイテク産業

IT産業

（半導体、液晶、

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、情報

サービス、コン
テンツ、etc）

通信産業

:

金融

流通

ｿﾌﾄｳｪｱ

企業
IT投資

=利用

家 計

（個人消費）IT消費

=利用

生産

生活

生
産
性

経
営
問
題

利
便
性

社
会
問
題

政府

自治体
IT予算

=利用

経済取引 行政サービス

行政サービス

行政改革

（組織・人材・連携）
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消費主導消費主導 vs.vs.投資主導投資主導

投資主導の情報化投資主導の情報化（（AA））
最終需要が投資＝投資が投資を呼ぶ最終需要が投資＝投資が投資を呼ぶ

投資の動機（目的）投資の動機（目的）

・・・サプライ・サイドの効率化＝企業・・・サプライ・サイドの効率化＝企業組織や政府組織の見直し組織や政府組織の見直し

消費主導の情報化消費主導の情報化（（BB））
最終需要が消費＝消費が投資を呼ぶ最終需要が消費＝消費が投資を呼ぶ

消費の動機（目的）消費の動機（目的）

・・・消費者の満足＝きめ細かな対応・商品開発・・・消費者の満足＝きめ細かな対応・商品開発〔〔産業産業〕〕

新しいライフスタイル新しいライフスタイル〔〔個人・家庭・地域個人・家庭・地域〕〕

19901990年代年代＝（＝（AA）タイプ；）タイプ； 20002000年代年代＝＝〔〔（（AA））++（（BB））〕〕タイプタイプ

４．自治体の電子化と改革４．自治体の電子化と改革
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自治体の情報化：変化の機運自治体の情報化：変化の機運

地元波及効果は？地元波及効果は？

９割以上が首都圏大手へ９割以上が首都圏大手へ

地元での波及効果少ない地元での波及効果少ない

システムのブラック・ボックス化システムのブラック・ボックス化

大手ベンダーへの丸投げ大手ベンダーへの丸投げ

変化の機運変化の機運が生まれているが生まれている

自治体の「既存の仕組みの見直し」自治体の「既存の仕組みの見直し」

ベンダー任せにしないベンダー任せにしない

組織改革の起爆剤になる器組織改革の起爆剤になる器

自治体間のプラットフォーム＋アプリケーション自治体間のプラットフォーム＋アプリケーション

ベストプラクティスの「参照」から「丸ごと利用」へベストプラクティスの「参照」から「丸ごと利用」へ

民間からの人材：「人間力」民間からの人材：「人間力」

ソフト開発企業からの転進者受け入れソフト開発企業からの転進者受け入れ

民間から任期つき雇用者民間から任期つき雇用者

システム構築ルールのオープン化・モジュール化システム構築ルールのオープン化・モジュール化

システム構築を「ガバナンス」するシステム構築を「ガバナンス」する

大きな塊でなく小さなサイズモジュールにして地元ベンダーに発注大きな塊でなく小さなサイズモジュールにして地元ベンダーに発注
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「次の一手」：新しい価値連鎖「次の一手」：新しい価値連鎖

＜動きはじめ＞＜動きはじめ＞

地域密着型の経済波及効果、新産業育成地域密着型の経済波及効果、新産業育成

自治体の組織・業務見直しへの波及自治体の組織・業務見直しへの波及

＜今後の課題＞＜今後の課題＞

ユーザー（地元企業・住民）の利便性ユーザー（地元企業・住民）の利便性

行政主体ではなく、経済主体（ＩＴ利用者）として行政主体ではなく、経済主体（ＩＴ利用者）として
の自治体の自治体

５．企業システムの再考５．企業システムの再考
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情報技術の性質の変化情報技術の性質の変化

集中的な情報処理マシン集中的な情報処理マシン
--ComputerComputer: : centralized mainframe computerscentralized mainframe computers

--NetworkNetwork:   :   closed telecommunications networkclosed telecommunications network

有効なコミュニケーションツール有効なコミュニケーションツール
--ComputerComputer: : downsized personal computersdownsized personal computers

--NetworkNetwork:   :   open network of Internetopen network of Internet

「３つの段階」と企業の「３つの段階」と企業のITIT化ステージ化ステージ

インフラ整備インフラ整備
ＩＴ投資の実施（ＩＴ投資の実施（ 第第ⅠⅠステージ）ステージ）

既存の仕組みの見直し既存の仕組みの見直し
部分最適化（第部分最適化（第ⅡⅡステージ）・・・部署内ステージ）・・・部署内
全体最適化（第全体最適化（第ⅢⅢステージ）・・・全社ステージ）・・・全社（一部社外）（一部社外）

新しい価値の連鎖新しい価値の連鎖
企業を越えた利用（第企業を越えた利用（第ⅣⅣステージ）・・・社外ステージ）・・・社外
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目的別効果の日米比較目的別効果の日米比較

0

20

40

60

80
業務効率化

調達単価引下

間接コスト削減

直接コスト削減

部品在庫圧縮

売り上げ拡大

新規顧客の獲得

高付加価値化

顧客満足度向上

品質向上

日本

米国

ステージ別業況判断ステージ別業況判断

0% 50% 100%

ステージⅠ

ステージⅡ

ステージⅢ

ステージⅣ

上向き 上向き、将来不透明 横ばい 悪化

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

ⅠⅠ：：ITIT導入のみ導入のみ ⅡⅡ：部門ごとの効率化：部門ごとの効率化 ⅢⅢ：組織全体最適化：組織全体最適化 ⅣⅣ：企業間最適化：企業間最適化

ステージステージⅡⅡ、、ⅢⅢの企業が多いの企業が多い
ステージステージⅣⅣはわずかはわずか22％％
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企業・経済システム再考企業・経済システム再考

Innovation(Innovation(狭義狭義))
新結合型新結合型

形式知の「連結化」形式知の「連結化」

Learning by DoingLearning by Doing
改善型改善型

暗黙知の「共同化」暗黙知の「共同化」

技術開発技術開発

システムシステム

市場原理の貫徹（スポット的市場原理の貫徹（スポット的
な市場取引）な市場取引）

場としての市場に組織原場としての市場に組織原
理を浸透（長期継続取引）理を浸透（長期継続取引）

企業間企業間

システムシステム

技術活用型コミュニケーション技術活用型コミュニケーション

フォーマルな情報フォーマルな情報

厳格な職務範囲厳格な職務範囲

専門分野別の職種雇用専門分野別の職種雇用

対面コミュニケーション対面コミュニケーション

インフォーマルな情報インフォーマルな情報

曖昧な部門境界曖昧な部門境界

ローテーション・長期雇用ローテーション・長期雇用

企業内企業内

システムシステム

米米 国国日日 本本

モジュール構造モジュール構造vs.vs.「あ・うん」の構造「あ・うん」の構造

多民族社会多民族社会 vs vs 同質社会同質社会 それぞれの強さと脆さそれぞれの強さと脆さ

オフショア・アウトソーシングへの適応能力は？オフショア・アウトソーシングへの適応能力は？

VS
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オフショアリングオフショアリング
サービス労働の海外委託サービス労働の海外委託

InputInput（生産要素）→（生産要素）→ 生産生産 →→ OutputOutput（生産物）（生産物）

これまでこれまで

「財」の生産活動：「財」の生産活動： II--OO の分離の分離

サービスの活動サービスの活動 ：： II--OO が表裏一体が表裏一体

「情報化」＋「グローバル化」「情報化」＋「グローバル化」

サービス活動もサービス活動もII--OOの分離が可能の分離が可能

ネットワークの経済性再考ネットワークの経済性再考

ネットワーク効果ネットワーク効果 規模の経済性規模の経済性

連結の経済性連結の経済性 範囲の経済性範囲の経済性

スケールメリットスケールメリット

組織と資源組織と資源

消費側 生産側

外部資源

複数組織

相乗効果

内部資源

同一組織

費用効果

＜多数・多様競争＞ ＜大企業・独・寡占＞

互換性

代替取引
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６．家庭の電子化：ユビキタス時代６．家庭の電子化：ユビキタス時代

ee--LifeLife構想：家計（家庭）のＩＴ化構想：家計（家庭）のＩＴ化

イメージ先行の段階？イメージ先行の段階？

「バーチャルな世界」から「リアルな世界」へ「バーチャルな世界」から「リアルな世界」へ

パソコン内から家電のネットワーク化パソコン内から家電のネットワーク化

RFIDRFIDとユビキタスとユビキタス

IDID、プライバシー、セキュリティ、時間、プライバシー、セキュリティ、時間
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ユビキタスとユビキタスとRFIDRFID

いつでも、どこでも、誰でも・何でもいつでも、どこでも、誰でも・何でも
ラテン語の語感：八百万の神ラテン語の語感：八百万の神

バーチャルな世界からリアルな世界へバーチャルな世界からリアルな世界へ
インターネットの例：インターネットの例：

コンピュータの交信→人間のコミュニケーションコンピュータの交信→人間のコミュニケーション

「誰でも」と「何でも」の本質的な違い「誰でも」と「何でも」の本質的な違い
RFIDRFID（（ICICカードとカードとICICタグ）で考える「管理」の意味タグ）で考える「管理」の意味

管理が価値を生む「モノ」、管理されるのを嫌う「ヒト」管理が価値を生む「モノ」、管理されるのを嫌う「ヒト」

ネットワーク化される「ヒト」と「モノ」ネットワーク化される「ヒト」と「モノ」

・極小化の追及余地大・極小化の追及余地大

・用途によって多様な形態・用途によって多様な形態

・一定のサイズ・一定のサイズ（紛失防止）（紛失防止）

・標準化サイズ・標準化サイズ（管理面、他（管理面、他

財との補完性、互換性、ネット財との補完性、互換性、ネット

ワーク効果、ロックイン効果）ワーク効果、ロックイン効果）

IDIDの物的特性の物的特性

・意思決定の客体・意思決定の客体

・管理にメリット・管理にメリット

・所有権の対象・所有権の対象（売買可能）（売買可能）

・物権の概念・物権の概念

・意思決定の主体・意思決定の主体

・管理を敬遠・管理を敬遠

・所有権（売買）の非対象・所有権（売買）の非対象

・債権の概念・債権の概念

対象の社会性対象の社会性

「モノ」「モノ」「ヒト」「ヒト」
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導入と利用の視点導入と利用の視点

管理の情報管理の情報権能の情報権能の情報【【備考備考】】

トレーシングトレーシング

情報共有情報共有モノは客体モノは客体ヒトはヒトは主体主体利用側視点利用側視点

トラッキングトラッキング

情報専有情報専有モノは客体モノは客体ヒトは客体ヒトは客体導入側視点導入側視点

【【備考備考】】「モノ」「モノ」「ヒト」「ヒト」

社会問題：家庭のＩＴ化社会問題：家庭のＩＴ化

技術の二面性技術の二面性
便利＝豊かな社会生活便利＝豊かな社会生活

凶器＝ヒトを（内面から）傷つける凶器＝ヒトを（内面から）傷つける

一気に普及一気に普及
低年齢化低年齢化

親の世代も未経験親の世代も未経験

情報教育の本質情報教育の本質

ハウツーではなくリベラルアーツ（教養）ハウツーではなくリベラルアーツ（教養）
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まとめまとめ

基盤整備基盤整備

ブロードバンド、モバイルブロードバンド、モバイル

家計は先進的→情報家電→日本企業に有利家計は先進的→情報家電→日本企業に有利??
既存の仕組みの見直し既存の仕組みの見直し

企業：リストラ（完了）、リエンジニア（途上）企業：リストラ（完了）、リエンジニア（途上）

政府：動きはじめ（方向性はみえた）政府：動きはじめ（方向性はみえた）

家計：未知との遭遇（暗中模索）家計：未知との遭遇（暗中模索）

新しい価値連鎖新しい価値連鎖（ユビキタス（ユビキタス、、RFIDRFID、、ITSITS、、etcetc））

いよいよこれから（白地のカンバス）いよいよこれから（白地のカンバス）


